第49話　ヤマトタケルの兄殺し
「我が御子、オホウスノミコト（大碓命）よ。美濃の国に、エヒメ（兄比売）、オトヒメ（弟比売）という大層美しい娘がいるという。そなたその二人を連れてきておくれ」
「かしこまりました、父上」
こうして父の命で、美濃の国に赴いたオホウスノミコト。
しかし、二人の乙女に会ったオホウスノミコトは、すっかり一目ぼれしてしま　う。
（なんて美しいんだ！　この二人を妻にできる父上がうらやましい！）
（…待てよ、この二人を我が妻にし、父上には別の娘をいつわって連れて帰れば…）
「ただいま戻りました。こちらがエヒメ、オトヒメでございます」
「おぉ、ご苦労」
（ん？　あまり美しくないな。噂はウソだったのか…）
オホウスノミコトの連れて来た二人の娘は、天皇が期待していたほどの美女ではなかった。
「申し上げます。オホウスノミコト様がお連れになった娘はエヒメ、オトヒメではございません。本当のエヒメ、オトヒメはミコトが自分の妻にしてしまったようでございます。
「何！？　本当か？」
「誠でございます。この目で確かめました」
「…分かった。下がってよい」
景行天皇は、息子に絶世の美女をとられたことを知り、物思いにふせ、それから結婚することもなく、悩み続けた。
それからしばらくたったある日。
「ヲウスノミコト（小碓命）よ、そなたの兄はどうして朝夕の食膳に出てこないのだ。お前からよく話してくれぬか」
「かしこまりました」
しかし、それから５日たってもオホウスノミコトは姿を現さなかった。
「まだ、オホウスノミコトの姿が見えないが、お前はちゃんと話をしていないのではないか？」
「いえ、とうに話はしました」
「ふむ、では、どのように話したのだ」
「夜明けに兄が厠（かわや）に入ったとき、私は待ち受けて兄を捕まえ、その手足をもぎ取り、薦（こも）に包んで投げ捨てました」
第50話　熊曾征伐
（なんとおそろしい奴だ）
ヲウスノミコトの猛々しい性格を恐れた景行天皇は、そばにおいておくのは危険だと思った。
「ヲウスノミコト、西にクマソタケル（熊曾建）という兄弟がいる。彼らは朝廷に服従しない不敬の輩であるから、お前が行って討ち平らげてくるのだ」
「かしこまりました」
まだ、髪を額のところで結っているような少年であったヲウスノミコトであっ　たが、父の命に従い、熊曾征伐で出かけた。
しかし、その前に叔母であるヤマトヒメノミコト（倭比売命）の元を訪ねた。
「ただいまより熊曾征伐に行ってまいります」
　
「気をつけるのですよ。ヲウスノミコトや」
「はい、ありがとうございます、叔母上様」
「何かの役に立つかもしれませんから、この衣装を渡しておきます。」
こうして、ヤマトヒメから衣装を授かったヲウスノミコトは、剣を懐にしまって熊曾建の家の前までやってきた。
「ふむ、さすがに警備が厳しいな」
　
その家を見ると、兵で三重も囲んであり、容易に近づけそうもない。
しかし、よく観察すると、人々は新しい家を作る準備で忙しく立ち働いていた。
　
「３日後の宴の食糧は用意できたか！」
「はい、こちらにございます」
「新居を祝うための宴のごちそうだ。料理はふんだんに用意しろよ！」
「かしこまりました」
（これは宴の日を待ったほうがよさそうだな）
熊曾建の家で宴があることを察知したヲウスノミコトは、宴のある日まで辺り　をぶらぶらしてその日を待った。
（叔母様の衣装を着て、髪も女性のように結いなおしたぞ）
女装したヲウスノミコトは、女性の中に交じり、うまく建の家にもぐりこむことができた。
「おい！　そこのかわいい奴！」
（おれのことか？）
「そうだ、そこのお前だ。こっちきて酌をせい！」
（しめた、これで奴らに近づける）
こうして熊曾建兄弟のそばにはべることができたヲウスノミコトは、宴もたけなわになったときに、懐の剣を取り出した。
「建兄弟、覚悟！」
「ぐわっ!!」
熊曾の衣の衿をつかみ、胸を剣で突き通した。
「わわわっ！　に、逃げろ！」
それを見た、熊曾の弟は恐れ、逃げ出した。
「逃がすか！」
部屋を出て、階段の下に追っていき、背後から襲った。
ズブリッ
「ぎゃっ！」
ヲウスノミコトはなんと、熊曾弟の尻に剣を突き刺した！
「ま、待ってください。その剣を動かさないでください。申し上げたいことがございます！」
「よかろう。発言を許す」
「ありがとうございます。それでは申し上げます。あなた様のお名前は？」
「私は大八島国を治めている景行天皇の御子、ヤマトヲグナノミコ（倭男具那王）である。お前たち兄弟が朝廷に従わないので、私が派遣されたのだ」
「そうですか。確かに西では我ら二人を除いて強い者はおりません。ところが、大和国には、我ら二人よりも強い男がいたのです。それがあなたです。どうか、私からあなたに名前を奉らせてください。今後はあなたのことを、ヤマトタケルノミコ（倭建御子）とたたえて申し上げます」
「いいたいことはそれだけか。確かにそなたからの名は受け取った」
サクッ
そういうとヤマトタケルは、よく熟した瓜を裂くように、尻に刺した剣を抜き、クマソタケルを切り裂いて殺した。
それから、大和に戻る際に、山の神、河の神、海峡の神をみな服従させ、都に戻った。
第51話　イズモタケル
都に戻る際に、出雲の国を通ったヤマトタケル。
　
（イズモの首長、イズモタケルを殺していくか…）
そう思ったヤマトタケルは、まず、イズモタケルと親しくなり、親友になった。
「イズモタケルよ、川に沐浴に行きませんか？」
「いいですね、参りましょう」
出雲の肥の河へともに沐浴に出かけるヤマトタケルとイズモタケル。
　
「先に川からあがります」
「どうぞ」
先に川から上がったヤマトタケルは、イズモタケルがはいていた太刀を腰にさした。
「互いに太刀を変えましょう」
「いいですよ。さて、私も川から上がります」
そういって川から上がったイズモタケルは、ヤマトタケルの太刀を腰にさした。
「せっかくですから、太刀合わせをいたしましょう」
「いいですね、では、参ります。」
（にやり）
「ん？　ややっ、太刀が抜けない!?」
「ふっ、その太刀は私がイチヒの木で作った偽りの太刀だ」
「なんだと、だましたな！」
「さらばだっ！」
こうして、ヤマトタケルは太刀を抜くことができなかったイズモタケルを打ち殺した。
やつめさす　出雲建が　はける刀（たち）
　　　　　　　　　　　黒葛（つづら）さは巻き　さ身無しにあはれ
（イズモタケルが腰につけている太刀は、さやにつづらをたくさん巻いてあって見かけは立派だが、刀身がなくて、ああおかしい）
こうして、イズモタケルを殺した後、周辺を平定し、都に上り、復命した。
第52話　ヤマトタケルの東国征討
「ヲウスノミコト改めヤマトタケル、ただいま熊曾を征伐して復命いたしました」
「うむ、ご苦労。帰ってきてすまぬが、すぐに東方12カ国の荒ぶる神や従わない人々を平定し従わせるのだ」
「…かしこまりました」
「そこで、ミスキトモミミタケヒコ（御?友耳建日子）を連れて行くといい。また、お前にこのひひらぎの八尋矛を授けよう」
「…ありがとうございます」
東国に向かう前に、タマトタケルは伊勢神宮に行き、叔母のヤマトヒメに会った。
（………）
「どうしました、ヲウスノミコト、いえ、今はヤマトタケルでしたね」
ツゥー
ヤマトタケルの目から涙が零れ落ちる。
「どうしたのです、ヤマトタケル」
「父上は、私が死ねばいいと思っているのでしょうか…」
「そんなことはありません。どうしてそう思うのですか？」
「西の熊曾を討ちに遣わし、都に戻ってまだ間もないというのに、すぐに今度は東国の十二カ国を平定して来いだなんてひどすぎませんか。しかも、兵士もくださらずに…」
「…」
「だから、父上は私なんか死んでしまえときっと思っているのです」
「ヤマトタケルや、あなたにこの剣を授けます」
「この剣は！」
「ええ、スサノオ様がヤマタノオロチを退治したときに手に入れた草薙の剣です」
「よろしいのですか？」
「もちろんです。それと火急の際にはこの袋の口をお開けなさい」
「ありがとうございます」
ヤマトヒメから草薙の剣と袋をもらったヤマトタケルは尾張の国に立ち寄った際に、ミヤズヒメ（美夜受比売）の家に泊まった。
（おぉ、なんと美しい！）
一目ぼれしたヤマトタケルは、ミヤズヒメと結婚をしようと思ったが、今回の東国征討が終わって帰ってきてから結婚をするために、今は結婚の約束をするだけにした。
第53話　クサナギノケン
ヤマトタケルは相模の国にやってきた。
「ようこそ、おいでくださいました。私が相模の国造（くにのみやっこ）です」
「私がヤマトタケルです」
「タケル様のご武勇はこの相模の国まで届いております。そこで、ぜひ、この相模の国もお救いいただけないでしょうか？」
「どうしました？」
「実は、この野の中に大きな沼がございます。そして、この沼に住んでいる神が非常に凶暴な神で困っています」
「そうですか。私でよければお役にたちましょう」
「おぉ、ありがとうございます」
こうして国造の頼みを聞き、沼に住む神を見るために野に入るヤマトタケル。
しかし、そこには恐ろしいわなが待ち受けていた。
「タケルは野に入ったか？」
「はい、何も疑わずまっすぐに野の奥に向かっております」
「ふふ、ばかなやつめ。だまされたとも知らずに…。火に焼かれて死ぬがいい！」
パチパチパチ…
「おや？　何かにおうな…」
後ろから煙たいにおいがし、ふとふりかえったヤマトタケルが見たものは…
「タケル様！　背後からすごい勢いで火が迫って参ります！」
「くそっ、国造にだまされたかっ！」
「いかがいたしましょう！」
「そうだ、妻は？　オトタチバナ姫は無事か！」
「はい、私はここでございます」
「そうか、よかった。しかし、完全に火に囲まれてしまったな」
　
辺り一面火の海に囲まれたヤマトタケル。
「…、そうだ！　叔母様からいただいた袋の中身を今こそ見てみよう」
袋の口を急いで開けるヤマトタケル。
「これは…」
袋の中から出てきたのは火打石だった。
「そうか！　わかったぞ」
そういうとヤマトタケルは、腰につけていたクサナギノケンで辺りの草をなぎ払った。
「あとは、この火打石で火をつければ…」
パチパチ…
パチパチパチパチパチ…
ゴゴゴゴゴごゴゴゴォォォォォ…
こうして向かい火をつけ、迫り来る火を打ち消して、その野を無事出ることができた。
「国造め、許さん！」
だまされた事に怒ったヤマトタケルは、相模の国造どもをみな斬り殺した。
「こうしてくれるっ！」
ただちに、火をつけ全てを焼き尽くすヤマトタケル。
こうして、この地はそれ以後、焼津と呼ばれるようになった。
第54話　オトタチバナ姫の身代わり
ゴォォォォォ…
ビュゥゥゥゥゥ…
ヤマトタケル達一行が走水海を渡ろうとしたとき、海峡の神が荒波をたて、船は前に進むことができなかった。
「このままでは船が沈没してしまう。何とかせねば…」
海の中で己の無力を嘆くヤマトタケルに対して、
「私が皇子の身代わりとなって海に身を沈めましょう」
「何！？　何をいうのだオトタチバナ姫」
「あなたは東征の任務を成し遂げて天皇にご報告してください」
「姫！　早まるなっ！」
「あなた、今までありがとう…」
ヤマトタケルの妻、オトタチバナヒメ（弟橘比売）は、菅畳を八重、皮畳を八重、絹畳を八重、波の上に敷いて、船からその上に下りて海に沈んだ。
すると、荒波は自然におだやかになり、船は前に進むことができるようになった。
オトタチバナヒメは海に身を沈める前に歌を歌った。
さしさね　相武の小野に　燃ゆる火の　
　　　　　　　　　　　　火中に立ちて　問いし君はも
（相模の野原に燃え立つ火の、その炎の中に立って、私の安否を尋ねてくださったわが夫の君よ）
それから７日後…
「これは、妻の櫛（くし）ではないか…」
海岸に流れ着いた今は亡き、オトタチバナ姫の櫛を手に涙を流すヤマトタケル。
その櫛を取って、丁重に葬った。
ヤマトタケルは、そこからさらに奥へ進み、ことごとく荒ぶる蝦夷（えみし）どもを平定し、また、山や川の荒れすさぶ神々を平定し、都に戻ろうとした。
その途中に、足柄山の坂の下にたどり着き、乾飯（かれいい）を食べていたヤマトタケルの前に白い鹿が目の前に現れた。
（ヤマトタケル様、あの鹿はもしや？）
（あぁ、この足柄山の神だろう）
（いかがいたします）
（これでやっつけよう）
白い鹿の姿で現れた足柄山の神に気付かれないように小声で話したヤマトタケルは、食べ残した蒜（ひる）の片端を、待ち受けた鹿に投げつけると、その目に当たって、鹿は撃ち殺された。
そして、ヤマトタケルは、その坂の上に登って三度、嘆息した。
「あぁ、わが妻よ…
　　　　あぁ、我が妻よ…
　　　　　　　あぁ、我が妻よ…」
そこで、その国を名づけて吾妻（あづま）というようになった。
それから、その国を越えて、甲斐の国に出て、酒折宮（さかおりみや）についたとき、歌を詠んだ。
新治（にひばり）　筑波を過ぎて　幾夜か寝つる
（常陸の新治や筑波の地を過ぎてから、幾夜旅寝をしたことだろうか）
すると、夜警の火をたいていた老人が、この歌に続けて、
日日（かが）並べて　夜には九夜　日には十日を
（日数を重ねて、夜は九夜、日では十日になります）
と歌った。
「見事な受け答えだ。ご老人よ、そなたに東国造（あずまのくにのみやっこ）の称号を授けよう」
　
第55話　ヤマトタケルの死
その後、信濃の国の坂の神を退治したヤマトタケルは、尾張の国に向かい、先に結婚の約束をしていたミヤズヒメ（美夜受比売）のもとを訪れ、結婚した。
　
「さて、そろそろ伊吹山の神を退治して参ろうか」
「あら、あなた刀をお忘れになっておりますよ」
「いや、今回は山の神を素手で退治するつもりだ。だから、このクサナギノケンは姫が預かっておいてくれ」
「かしこまりました。どうぞ、ご無事で」
こうしてクサナギノケンを持たず、素手で伊吹山に向かったヤマトタケル。
山に登ってすぐのほとりで白いイノシシに出会った。
「この白いイノシシの姿をしているのは、山の神の使者だろう。今殺さずとも、山の神を殺してからでも遅くはあるまい」
こういってさらに山の登るヤマトタケル。
ポッ　ポッ　ポッ
「おや？　雨か？」
バッ　バッ　バッ
「いや、違う、これは雹だ」
バババババババババァァァァァァァァァ
「すごい勢いで降ってきたぞ」
バババババババババババババァァァァァァァァ
「ぐわぁ、ま、まずい、このままでは撃ち殺されてしまう。もしや、さっきの白いイノシシこそがこの山の神だったのか？」
　
そう、さきほどヤマトタケルが見逃した白いイノシシこそこの伊吹山の神で、雹を使ってヤマトタケルを打ち惑わしたのだった。
「ふぅ、何とか一息ついたな」
命からがら山から下りてきたヤマトタケルは、清水を見つけ一息つき、正気を取り戻すことができた。
そこからヤマトタケルはタギノ（当芸野）のあたりにたどり着いた。
「私の心は、いつも空を駆け登るような気持ちだった。しかし、今、私の足は歩くことができず、道がはかどらなくなってしまった」
こう弱音を吐いたヤマトタケルは、さらにほんの少しばかり歩いた。
しかし、ひどく疲れてしまい、杖をついてそろそろ歩いた。
さらに進むと、尾津崎の一本松のもとにたどりつき、食事をしていたときに、そこに忘れてきた大太刀がなくならないでそのまま残っていた。
それから三重村にたどりついた。
「私の足は三重のまがり餅のようになって、ひどく疲れてしまった」
そこからさらに歩き続けたヤマトタケル。
能煩野（のぼの）に着いた際に、故郷の大和国をしのんで歌を歌った。
倭は　国のまほろば　たたなづく　青垣　山隠れる　倭しうるはし
（大和の国は国々の中で最もいい国だ　重なり合って青い垣をめぐらしたような山々、その山に囲まれた大和の国は美しい国だ）
命の　全けむ人は　たたみこむ　平群（へぐり）の山の　
　　　　　　　　　くまかしが葉を　うずに挿せ　その子
（命の完全な人は、平群の山のくま樫の葉を髪にさして、生命を謳歌するがいい、みなの者よ）
愛（は）しけやし　我家の方よ　雲居立ち来も
（あぁ、なつかしいわが家の方から、雲がわき起こってくることよ）
この歌を歌った後、ヤマトタケルの病気は急に悪化した。
そのときに歌った歌は、
嬢子（をとめ）の　床の辺に　我が置きし　剣の大刀　その大刀はや
（ミヤズヒメの床のそばに、私が置いて来たクサナギノケンよ、あぁ、あのクサナギノケンよ）
こう歌い終わってすぐにヤマトタケルは死んでしまった。
そこで、早馬の急使が朝廷にヤマトタケルの死を告げに行った。
第56話　ヤマトタケルの白鳥伝説
「ヤマトタケル様がお亡くなりになりました！」
「あぁ、あなた…、なんてこと」
「お父上…」
ヤマトタケルが亡くなったという知らせを聞いたその妻と子は、大和からタマトタケルの死んだ場所に向かい、御陵を作った。
そして、その周りの田を這い回り、泣き悲しんだ。
なづきの田の　稲幹（いながら）に　稲幹に
　　　　　　　匍（ほ）ひ廻（もとほ）ろふ　野老蔓（ところづら）
（お陵（はか）の近くの田に生えている稲の茎に、その稲の茎に這いまつわっている野老（ところ）の蔓のような私たちよ）
「あっ！　あれを見ろ！」
バササッ
見ると、御陵から大きな白い千鳥が空に飛び立ち、海に向かって飛び去った。
「あれはきっとヤマトタケル様の魂に違いない！」
白鳥が海に向かって悠然と飛び去っていくのを見た妻や子は、あたりに生えている竹の切り株で足を傷つけられても、その痛さを忘れ、泣きながら追っていき、歌った歌は、
浅小竹原（あさしのはら）　腰なづむ　空は行かず　足よ行くな
（低い小竹（しの）の原を行こうとすれば、腰に小竹がまとわりついて歩きづらい。鳥のように空を飛ぶこともできず、足で歩いて行くもどかしさよ）
また、浜の海水に入って、難儀しながらも追っていったときに歌った歌は、
海が行けば　腰なづむ　大河原の　植ゑ草　海がはいさよふ
（海を行こうとすれば、腰が水にはばまれて歩きづらい。大河の水中に生えた水草が揺れるように、海は水にはばまれて進むことができない）
さらに、白千鳥が飛び立って、海岸の磯にとまっているとき歌った歌は、
浜つ千鳥　浜よは行かず　磯伝ふ
（浜の千鳥は、歩きやすい浜伝いには飛ばないで、岩の多い磯伝いに飛んでいった）
この４首は、みなヤマトタケルの葬儀の際に歌った。
さて、白鳥は伊勢国（三重県）から飛んでいって、河内国（大阪府）の志磯にとどまった。
そこで、その地にも御陵をつくり、ヤマトタケルの魂を鎮座させた。
そして、その御陵を名づけて白鳥御陵といった。
　　　　　　　　　
しかし、白鳥はそこからさらに空高く天翔けて飛び去って行った。
「行ってしまわれた…」
こうして、ヤマトタケルの冒険は終わった。
第57話　仲哀天皇の死
テッ　テッ　テッ　テッ　テッ　テテテテテ…　
辺りに響き渡る琴の音。
ここは筑紫（北九州）の香椎宮（かしいのみや）。
仲哀天皇は熊襲征伐を前に、神おろしの儀式をするために琴を弾いていた。
建内宿禰（たけうちのすくね）は神がおりてくる神聖な場所で控え、神託がくだるのを待っていた。
「あああぁぁぁぁ」
「オキナガタラシヒメ（息長帯日売）様！　いかがいたしました！」
見ると、仲哀天皇の后、オキナガタラシヒメに神がかり（神霊が乗り移ること）し、神託を告げた。
「西の方に国がある。その国には金銀をはじめ、目もくらむような珍しい宝が多くある。私はその国をあなたに差し上げようと思う」
しかし、仲哀天皇は、この神託を信じなかった。
「高いところに登って西の方を見ても国は見えない。ただ、海が見えるだけだ。そのような国があるはずがない。あなたは偽りをいう神だ」
そういうと、天皇は琴を押し退けて弾くのをやめてしまった。
「なんたる振る舞い！　およそこのあめのした（天下）はお前が統治すべき国ではない。黄泉の国に行くがいい！」
怒った神は天皇に死（黄泉の国行き）を宣告した。
「恐れ多いことです。天皇様、やはりその琴をお弾きさなったほうがよろしいかと…」
そこで、天皇はそろそろと琴を引き寄せ、しぶしぶ弾きはじめた。
テッ　テッ　テッ　ッ　……
ところが、まもなく琴の音が聞こえなくなった。
不安になったタケウチノスクネがすぐに火をともすと…
「天皇様！」
天皇はすでに事切れていた。
驚き恐れたタケウチノスクネは、天皇の遺体を殯宮（あらきのみや）に移し、国中から大祓（おおはらい）のための幣帛（みてぐら）を集めて、国家的な大祓の儀式を行い、再び神おろしの神託を行った。
「すべてこの国は、オキナガタラシヒメのお腹にいる御子が統治する国ぞ」
「かしこまりました。我が大神よ、その御子は男の子でしょうか。女の子でしょうか」
「男の子だ」
「今、このように教えさとしてくださっている大神のお名前をお教えください」
「これは天照大神の心だ。また、底筒神、中筒神、上筒神の三柱の大神だ。今、本当に西の国を求めようと思うならば、天つ神、国つ神、山の神、川の神、海の神をはじめ諸々の神々にことごとく幣帛を奉れ」
「かしこまりました」
「そして、我が魂を船の上に祭って、真木を焼いた灰を瓢（ひさご）に入れ、また、箸と葉盤（ひらで：柏の葉を並べて作った皿）をたくさん作り、それらをすべて大海に散らして浮かべ、海を渡り西の国に行くがよい」
第58話　神攻皇后の新羅征討
「船はそろいましたか」
「はっ！　皇后様、いつでも出陣可能です」
「そうですか。では、これより西の国を目指します！」
「おぉ！」
軍勢を船に乗せ、海を渡ろうとしたときに…
「皇后様！　あれをご覧ください」
「ものすごい数の魚たちが近づいてくる！？」
「あっ！」
ゴン
ものすごい数の魚たちはなんと皇后を乗せた船を背負って海を渡った！
ビュゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ
「すごい風」
さらに、強い追い風が盛んに吹き、一気に国の半分まで船を運んでしまった。
「皇后様、我々に恐れをなしたのか新羅（しらぎ）国の王がやってまいりました」
「そうですか。こちらにお連れしなさい」
見ると確かに新羅の王はおびえた様子で皇后を見ていた。
「ここまで船でやって来られるとは驚きです。今後は天皇のご命令通りに従い、貢物を奉りお仕えしたいと思います」
「よろしいでしょう」
　
そういって皇后は、持っていた杖を新羅の国王の家の前に突きたてた。
「これも全て住吉三神のお陰です。すぐに荒御魂を、国をお守りになる守護神としてお祭りするように」
こうして、住吉の神を祭って海を渡って日本へ帰ろうとした。
「あっ！　う、生まれる」
「皇后様！　大丈夫であらせられますか」
「まだ、日本には着いていないのに、御子を産むわけにはいきません。そこにある石をとってください」
「ははっ！」
皇后は産気づいたお腹を鎮めようと、石を取って着物の腰につけ、出産を抑えた。
そうして、筑紫国に帰ってから御子は生まれた。　
第59話　オシクマノミコの反乱
「何だか嫌な予感がします」
「皇后様、いかがされましたか？」
「誰かは分かりませんが、私達に対して反逆の心を持った者がいるような気がします」
「それは誠ですか？」
　
「…はっきりとは自信がありませんが、胸騒ぎが静まりません」
「一体誰がそのような大それたことを…」
「何もなければいいですが、万が一のことを考えて、棺を乗せられる船を用意してください」
「かしこまりました」
「そして、御子をその喪船に乗せ、『御子はすでになくなった』と言いふらすように」
「ははっ。仰せのままに」
こうして、大和に戻る際に、疑いの気持ちを持った皇后は、御子が死んだといいもらした。
「聞いたか、弟よ」
「あぁ、御子が死んだらしいな」
「ということは、我々が天下を握れるということだ」
「そうだ、後は皇后を亡き者にすればいい」
二人は仲哀天皇の息子のカゴサカノミコ（香坂王）とオシクマノミコ（忍熊王）。
皇位を狙う二人にとって、御子は邪魔な存在でしかなかった。
その御子が死んだとなれば、残る障害は皇后だけだ。
「こうなったら、皇后を待ち受けて襲おう」
「その前に、事の成否を占おうじゃないか」
「そうだな。では、今から誓約狩（うけひがり）をしよう」
そういうと、カゴサカノミコはクヌギに登って獲物を待っていると…
ガガガガッ
「うわぁっ！」
見ると怒り狂った大きなイノシシが突如現れ、カゴサカノミコの登っているクヌギを掘り倒そうとしていた。
「な、なんだっ、このでかいイノシシは」
「兄じゃ、早く逃げるんだ！」
「ぐ、ぐわぁぁぁ」
しかし、逃げ遅れたカゴサカノミコはイノシシに食い殺されてしまう。
「兄じゃ…」
兄を目の前で殺されたオシクマノミコであったが、それに恐れることなく、軍勢を集め、皇后を殺そうと待ちうけた。
「皇后様、オシクマノミコが海岸で待ち受けております！」
「…そうですか。仕方ありません。我らも戦いましょう」
「ははっ」
こうして皇后は、喪船から兵を降ろし、相戦った。
一度は皇后方が優勢になり、山城まで撤退したオシクマノミコだが、体勢を立て直し、激しく反攻してきた。
「皇后様に申し上げます」
「なんですか？　タケフルクマノミコト（建振熊命）」
「私めに策がございます」
「それは何ですか？」
「それは…」
タケフルクマノミコトの計略とはオシクマノミコを油断させる計略であった。
「オシクマノミコ様、神功皇后から使者が参りました！」
「ふむ、何の用だ。まぁ、いい。すぐにここへ呼べ」
　
「かしこまりました」
そこへ沈痛な顔をした使者が現れた。
「何の用だ！」
「…」
「黙っていては分からん。お前は何を伝えに来た？」
「…御子が亡くなりました」
「何!?」
「ですから、我々はこれ以上戦うことはございません」
「それは誠か？」
「…はい、御子が亡くなっては仕方がありません。我々はオシクマノミコ様に降伏いたします」
「…すぐには信じられんな」
「そうおっしゃると思いました。あちらをご覧ください。これが降伏の印です」
プッ　プッ　プッ
使者の指差す方を見ると、皇后方の兵は手に持っていた弓のつるを切ってまさに降伏しようとしていた。
「ふむ、どうやら御子が死んだのは本当らしいな。よかろう、降伏を認めよう」
「ありがとうございます」
「皆の者！　我々が勝ったのだ！」
「おぉ！」
　
「いくさは終わりだ。もう弓のつるを取り外してもいいぞ！」
いくさに勝ったと思い込んだオシクマノミコは、弓のつるを取り外させ、無防備になった。
その一瞬の油断を見逃さず、タケフルクマノミコトが命令を下す。
「今だ！　皆の者、つるを張れ！」
その掛け声とともに、兵たちは髻（もとどり）の中から用意してあったつるを取り出し、また弓に張った。
「追撃せよ！」
降伏したとばかり思っていた皇后軍が突然弓を放ってきたことを驚いたオシクマノミコは、逢坂（おうさか）まで逃げ延び、体勢を整えようとしたが、時すでに遅く、多くの兵が討ち取られてしまった。
「最早これまで」
かろうじて船に飛び乗ったオシクマノミコであったが、ついに追い詰められてしまった。
いざ吾君（あぎ）　振熊が　痛手負はずは　ニホドリの
　　　　　　　　　淡海（あふみ）の海に　潜（かづ）きせなわ
（さぁ、君よ。フルクマのために痛手を負うよりは、淡海の海に潜って死んでしまおう）
と歌い、湖に身を投げて死んでしまった。
第60話　ケヒノオオカミ
タケウチノスクネは、御子をつれて禊（みそぎ）を近江（滋賀）および若狭国（福井）を巡歴した後、越前国（福井）の敦賀に仮宮を造ってそこに住まわせた。
そのときに、御子は夢を見た。
「…御子よ。」
ｚｚｚｚｚｚｚ
「…御子よ」
夢の中で一人の神が現れた。
「あなたはどなたですか？」
「私はイザワケノオオカミ（伊奢沙和気大神）である。私の名前と御子の御名を変えたいと思うがどうか？」
「それは光栄です。仰せの通り御名をいただきたいと思います」
「では、明日の朝、浜に行きなさい。名を変えたしるしの贈り物を差し上げましょう」
翌朝、御子が浜にでかけると、鼻の傷ついたイルカが浦いっぱいに寄り集まっていた。
「これは、神が私に食糧の魚をくださったのだ」
「ありがたいことです」
「今後はイザワケノオオカミをミケツオオカミ（御食つ大神）をお呼びしよう」
この神が今の気比大神である。
また、傷ついたイルカの鼻の血が臭かったので、その浦を血浦と名づけたが、今は角鹿（つぬが）と呼んでいる。
第61話　オホヤマモリとオホサザキ
応神天皇には三人の息子がいた。
上からオホヤマモリノミコト（大山守命）、オホサザキノミコト（大雀命）、ウヂノワキイツラコ（宇遅能和紀郎子）である。
あるとき、応神天皇は、オホヤマモリとオホサザキに問いかけた。
「お前たちは年上の子と年下の子ではどちらがかわいいと思う？」
まず、長兄のオホヤマモリが答えた。
「年上の子がかわいいと思います」
オホヤマモリが答える姿を見たオホサザキはこう考えた。
（父上は、ウヂノワキイツラコを後継者にしたいのではないか？）
そう思った、オホサザキは父である天皇の意向に逆らわないようにこう答えた。
「年上の子はすでに大人になっているのでそれほど気がかりもありません。しかし、年下の子はまだ大人になっていないので、こちらのほうがかわいいと思います。
オホサザキの言葉を聞いて小さくうなずく天皇。
「うむ、オホサザキよ。そなたが行ったことはわしの思っている通りだ」
この発言を踏まえて、応神天皇は、三人の子の任務を与えた。
「オホヤマモリよ、そなたは山と海の部を管理しなさい。オホサザキは私の統治する国の政治を執行して報告しなさい。ウヂノワキイツラコは皇位を継承するように」
こうして、次男オホサザキは応神天皇の意に背くことはなかった。
第62話　カミナガヒメ
あるとき応神天皇は日向の国（宮崎県）のモロガタノキミ（諸県君）の娘、カミナガヒメ（髪長比売）の容貌がみめ麗しいと聞き、側に仕えさせようと呼び寄せようとした。
「どれ、父上が見初めた娘をちょっと見てみよう」
オホサザキは少女を乗せた船が難波津に着いたと聞いて、少女を見に行った。
「おぉ！　なんと美しい！」
少女のあまりの美しさに感動したオホサザキは、タケウチノスクネのところに行ってその思いをぶつけた。
「頼む！　父上にカミナガヒメを私にくださるようにお願いしてくれ！」
「…かしこまりました。頼んでみましょう」
こうして、タケウチノスクネはオホサザキの願いを聞き入れ、天皇にその旨伝えた。
「よかろう」
まだ、姫を見ていない天皇は皇子の願いを快く認めた。
「そうか！　父がお認めになったか！」
「はい、今度の新嘗（にいなめ）祭の酒宴の際にヒメをくださるそうです」
「その日が待ち遠しいな」
新嘗祭の当日、天皇はヒメにお酒を受ける柏を持たせ、皇太子にお与えになった。
そのとき天皇は歌を歌った。
いざ子ども　野蒜（ひる）摘みに　蒜摘みに　わが行く道の　香ぐはし
花橘は　上枝（はつえ）は　鳥居枯らし　下枝（しづえ）は　人取り枯らし
三つ栗は　中つ枝の　ほつもり　赤ら嬢子（をとめ）を　いざさらば
宜らしな
（さぁ、皆の者よ、野蒜を摘みに行こう。野蒜を摘みに行く道の、香りのよい花橘は、上の枝は鳥が止まって枯らし、下の枝は人が折り取って枯らし、中ほどの枝に蕾（つぼみ）のまま残っているその蕾のような、赤くつややかな少女を、さぁ、お前の妻にしたらよかろう）　　
その後に、天皇はもう一首歌を歌った。
水溜る　依網（よさみの）池の　堰（ゐ）くい打ちが　さしける知らに
ぬなはくり　延（は）へけく知らに　我が心しぞ　いや愚（をこ）にして
今ぞ悔しき
（依網（よさみ）の池の堰（い）の杭を打つ人が、杭を打っていたのも知らないで、じゅんさいを取る人が手を伸ばしているのも知らないで、私の心はなんと愚かであったことか、今になってみると悔しいことだ）
こう歌ってカミナガヒメをお与えになった。
その少女を賜った皇太子はこう歌った。
道の後（しり）　古波陀（こはだ）嬢子（をとめ）を　雷（かみ）のごと　
聞こえしかども　相枕まく
（遠い国の古波陀の少女よ、雷のようにやかましく噂されていたが、今では手枕をして一緒に寝ていることよ）
また、歌っていうのは、
道の後　古波陀嬢子は　争はず　寝しくをしぞも　うるはしみ思ふ
（遠い国の古波陀の少女は、拒むことなく素直に私と寝てくれたことをすばらしいと思う）
と歌った。
第63話　オホヤマモリの反逆
「応神天皇がお亡くなりになりました」
（これはチャンスだぞ）
父の命で山と海を管理していたオホヤマモリだったが、末弟のウヂノワキイツラコが皇位を継承するのには内心不満であった。
（これからはこの俺が天下を握るべきだ）
オホヤマモリはひそかに兵を集め、弟を殺害しようと考えた。
「オホサザキ様、オホヤマモリ様が不穏な動きをされています…」
「…そうか。ご苦労。すぐに弟へそのことを知らせるのだ」
「かしこまりました」
以前より兄の不満に気付いていた次兄オホサザキは、兄の謀反をいち早く察知した。
「何！　兄が謀反だと。そんな訳はあるまい」
「しかし、オホサザキ様の使者が確かにそう申しております」
　
「そうか、ならば致し方なし。すぐに兵を集めよ。そして、河の辺りに伏せておくのだ」
「ははっ！」
「そして、山の上に絹の幕をはり、そなたは私の代わりにこの王の服を着、相手を欺くのだ。お前たちもうやうやしく振舞うのだぞ」
「かしこまりました」
「さらに、兄が川を渡るときに備え、船と舵を用意するのだ。その船にはすぐに傾くように細工をしておくように」
こうして、オホヤマモリを迎え撃つ準備を整えたウヂノワキイラツコは、賤しい身分の姿に変装し、舵をとって船の上に立っていた。
そこへ、兵士を隠しひそませ、衣の下に鎧を着込んだオホヤマモリが河のほとりにたどり着き、船に乗ろうとした。
（ふふ、ウヂノワキイラツコは山の上にいるのか）
ウヂノワキイツラツコは山の上にいるものと思い込んだオホヤマモリは、目の前の船頭がイツラツコだと全く気付かず、話しかけてきた。
「この山の上に凶暴な大猪がいると噂で聞いている。私はその猪と討ち取ろうと思うが、討ち取れるだろうか？」
「それはできないでしょう」
「それはどうしてだ？」
「たびたび討ち取ろうとしたのですが、できませんでした。だから、できないだろうという訳です」
こう話している間に、宇治川の中ほどまで渡ってきたときに、
（いまだ！）
細工した船は一気に傾いた。
「うわぁっ！」
あっという間に河に投げ出されるオホヤマモリ。
水面に浮かび上がったときに歌った歌は、
ちはやぶる　宇治の渡に　棹執りに　速けむ人し　わがもこに来む
（宇治川の渡し場に、棹を操るのに敏捷な人よ、私の味方に来ておくれ）
このとき、宇治川のほとりに潜み隠れていた兵士たちがあちこちから一斉に姿を現し、川に流れているオホヤマモリを弓矢で狙った。
そして、ついにカワラの崎まで流れ着き、水中に沈んでしまった。
オホヤマモリが沈んだ辺りを鉤（かぎ）でさぐると、衣の下の鎧にひっかかった。
遺体は奈良山に葬った。
「やはり天皇の位は兄上がつかれますように」
「いや、父上の遺言通り、お前がなるのがふさわしい」
オホヤマモリが死んだ後、オホサザキとワキイラツコは皇位を譲り合った。
そのとき、海人（あま）がお食事として鮮魚を献上した。
　
「この鮮魚は弟のところに持っていくように」
そこで、海人はワキイラツコの元に向かうも、
「いや、この鮮魚は兄のもとに献上するように」
と、互いに譲りあい、海人はどちらに鮮魚を献上すればいいのか分からず、何度も二人の間を往復し、多くの日数がたってしまった。
「一体、私はどちらにこの鮮魚を献上すればいいのか！」
すっかり疲れきってしまった海人は泣き出してしまった。
ところが、ウヂノワキイラツコが早く世を去ったので、オホサザキが天下を治めることになった。
